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MAM イヌエンジュレクチン

MAM－Biotin Code：J210  Pkg.：1mg

 製品形状 凍結乾燥品（塩フリー）

 保存 4℃で 1 年間安定

 用途 糖タンパク質糖鎖の染色、検出

●起源 イヌエンジュ（Maackia amurensis）

●糖特異性 Siaα2-3Gal

●マイトージェン活性 あり

●血液型特異性 非特異

●構造 アミノ酸配列から分子量約 31,0001）。サブユニット間の結合はジスルフィ

ド（S-S）結合。最近では MAM の一価単量体が調製され、フローサイトメト

リーなどへの応用が報告されている 2）。

●特徴 イヌエンジュ種子から精製した白血球凝集能の高いレクチン MAM の結合に

は Siaα2-3Galβ1-4GlcNAcの糖配列が必要で、また N-アセチルラクトサミ

ンの繰り返し構造は、結合を増強させると報告している 3）。よってα2-3 結

合シアル酸を持つ 3本鎖、4本鎖のアスパラギン型複合型糖鎖に強く結合す

る。Siaα2-3Galβ1-3GalNAc（ムチン型糖鎖）には結合しない。またα2-6

結合シアル酸にも結合しない 4）。イヌエンジュ種子の赤血球凝集素は MAH

と呼ばれ、このレクチンはMAMとは対照的にムチン型糖鎖に強く結合する 5）。
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